
食に関する指導の全体計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

KIK ゆめ学園 

（北池田小・いぶき野小） 

 各学年の食に関する指導の目標 

 １年 ２年 ３年 

【小中一貫食育目標】 

生きる力を育む食育 

 毎日規則正しく食事をとることができる。 

協力して食事の準備や後片づけをし、みんな

で楽しみながら気持ちよく会食することができ

る。 

食べ物や自分の食生活を支えてくれる人々に   

感謝の気持ちをもつことができる。 

身体の発達に伴う必要な栄養や食品に含まれ

る栄養素の種類と働きを知り、中学生の時期

の栄養について理解する。 

１日分の献立をふまえ簡単な日常の調理がで

きる。 

食べ物や自分の食生活を支えてくれる人々に

感謝の気持ちをもつことができる。 

 

食環境と自分の食生活とのかかわりについて

理解することができる。 

自分の生活や将来の課題を見つけ、望ましい

食事の仕方や生活習慣を理解し自らの健康を

保持増進しようとする。 

食べ物や自分の食生活を支えてくれる人々に

感謝の気持ちを持つことができる。 

 

食育推進組織 

（健康安全指導部） 

委員長：保健主事 委員：保健主事、養護教諭、栄養教諭、各学年教諭１～２名 

（食物アレルギー対策委員会） 

校長、教頭、首席、栄養教諭、養護教諭、保健主事、給食主任、生指、学年主任、生徒会担当、教務主任、体育主任 

（食育推進委員会） 

実行委員会…校長、教頭、首席、栄養教諭、養護教諭、保健主事、給食主任 

推進委員会…実行委員会＋学年主任、生徒会担当、教務主任、生指、体育主任 

 

食に関する指導 

教科における食に関する指導： 関連する教科等において食に関する指導の視点を位置付けて指導 

                    社会、理科、技術・家庭、保健体育、道徳、総合的な学習の時間、特別活動 等 

給食の時間における食に関する指導：  食に関する指導： 献立を通して学習、教科等で学習したことを確認 

給食指導：準備から片付けまでの一連の指導の中で習得 

個別的な相談指導： 肥満・やせ傾向、食物アレルギー疾患、偏食、スポーツ 

 

 地場産物の活用 

 ・和泉市産、大阪産食材を使った献立（市統一献立） 

・和泉市産食材の給食への活用（エコ野菜） 

・地場産物等の掲示や校内放送、指導カードを使用した給食時の指導の充実、教科等の学習や体験活動と関連を図る 

 

家庭・地域との連携 

給食ニュース・一口メモ・校区の給食だよりの発行、保健だよりの発行、校区食育通信の発行、PTA給食試食会、学校保健委員会 

 

食育推進の評価 

 活動指標： 食に関する指導、学校給食の管理、連携・調整 

 成果指標： 食生活アンケートの実施（7月）、保護者アンケート（PTA給食試食会）、学校アンケート 

 

【生徒の実態】 

・朝ごはんを毎日食べる生徒 81％ 

・給食で嫌いなものが出ても全部食べる生徒 54.8％ 

・給食の牛乳は毎日飲む生徒 83.4％ 

【保護者・地域の実態】 

・食事の際に「いただきます」「ごちそうさま」のあいさつ

をしている 68％ 

北池田中学校教育目標 

１．正しい判断のもと、自主的に行動する生徒 

２．何事にも積極的に行動し、最後までやり抜く生徒 

３．自他を大切にする、思いやりのある生徒 

【第 3次食育推進基本計画】 

・朝食を欠食する子の割合 目標値０％ 

【第 3次和泉市食育推進計画】 

・朝食をほぼ毎日食べている人の増加 95%以上 

・食事の際「いただきます」「ごちそうさま」のあいさつを

必ずしている人の割合の増加 75%以上 

【和泉市教育委員会指導指針】 

・確かな学力を身につけた心豊かな子ども 

食育の視点 

◇食事の重要性 

◇心身の健康 

◇食品を選択する能力 

◇感謝の心 

◇社会性 

◇食文化 

食に関する指導の目標  「生きる力を育む食育 思いやりの心 自主性を持った子ども」 

生徒を元気にする食育…自ら学び、自ら行動する、わくわく「食育」の実践 

（知識・技能） 

正しい食事のあり方や望ましい食習慣を身につける 

（思考力・判断力・表現力） 

生涯にわたって健康で生き生きとした生活を送ることを目指し、食事を通じて自らの健康管理ができる 

（学びに向かう力・人間性等） 

楽しい食事や給食活動を通して豊かな心を育成し社会性を涵養する 


